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謹んで新年のご挨拶を申し上げます 

 会員･会友の皆様には健やかな新年をお迎えのことと思います。2023 年の年初にあたり一言ご

挨拶を申し上げます。 

 あと少しの我慢と世に思われていたコロナ禍も、今や、そのこと自体が日常の風景になりまし

た。マスク・手指消毒・換気の注意喚起が常套句となり、病院コンペの場面では、パンデミック

時の動線分離や感染患者のゾーニングが、必須の提案事項となりました。一方当初から、こうし

た感染症の流行は形を変えて継続的に発生することや、日常のこととして標準的感染予防策を講

じておくことで、感染の拡がりを最小限にとどめられることなど、感染症に対する意識や対策の

重要性を主張する専門家もいました。当協会の皆さんも、そうした専門家の一人であったと、こ

こ数年の会員・会友の皆さんの設計事例を拝見しながら感じていました。 

 協会の活動は新たな日常の中で、徐々に、オンラインやオンデマンドでの実施形態が定着して

きました。しかし一方で、最近は対面を希望されることが増えてきたようにも思います。どうい

う形態でのイベントの実施方法がこれからあるべき姿なのか、今後の課題として引き続き検討を

続けてゆくことになります。いずれにしましても現在の with コロナの試みは、様々に知恵を出

し合い、また不便を克服してくださった会員の皆様や、運営に関わっている各委員の皆様、事務

局の皆様のご尽力に負うところが大きく、感謝の念に堪えません。中山前会長からバトンを渡さ

れて、その責任を果たしてゆくことになりましたが、まずは、前会長が進めてきた協会運営の合

理化（事務運営の一部外注化や種々のイベントのリモート開催など）を継続して進めてゆくこと

が第１の課題と考えています。それとともに、次の世代に残すべき協会のこれまでの活動をアー

カイブとして整備してゆくことを目標にして活動してゆこうとも考えております。これからも

様々な工夫を積み重ねて、会員の皆様のご要望に応えていけるよう、知恵を絞ってまいりますの

で、ご期待ください。 

 協会運営の改革が、いわば内向きの形に留まることなく、広く医療・福祉分野、さらにはまち

づくり分野等々の様々な関係諸分野の方々に向けて、外向きに展開させてゆくことが何より大切

と考えています。皆様方の更なるご協力をお願いする次第です。 

 会員の皆様、会友の皆様の益々のご活躍を祈念いたします。 

２０２３年 元旦 

一般社団法人 日本医療福祉建築協会 

会長  山 下 哲 郎 
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2023 年度協会事業の予定について 

平素より、当協会の活動にご協力いただき、ありがとうございます。 

当協会における研修事業は、新型コロナ感染症感染拡大防止の観点から、引き続き Web 開催をベース

としながら、参加者の健康と安全に配慮しての対応しつつ、また社会的状況を見ながら、一部、対面で

の実施も検討して参ります。 

プログラムや募集時期については詳細が決まり次第お知らせいたしますが、下記のように予定してお

りますので、是非ご参加を検討ください。 

JIHa 運営委員会 委員長  石 井 敏 

 

記 

（現段階での予定で、開催方法等については、決まり次第、あらためて周知いたします） 
６月   病院事業者向け病院建築講座～施設整備をお考えの方に～（１日間） 

施設整備を計画中である病院の管理者・施設整備ご担当者等を対象として、「病

院事業者向け病院建築講座 ～施設整備をお考えの方に～」を開催します。計

画中の事業者にぜひご紹介ください。 
 

７月   病院建築基礎講座（２日間）／福祉建築基礎講座（１日間） 

主として初心者を対象に、基礎的な知識を平易に解説することをコンセプトと

して、病院、福祉施設・高齢者住宅などの最新情報や今日的話題を体系的に盛

り込んだ講義内容です。設計事務所等の新人研修をはじめ、これから医療福祉

建築を手がけられる設計者や、新築・増改築をお考えの施設関係者などにも広

くご利用頂ける内容となっております。 
 

９月   医療福祉建築フォーラム（１〜２日間） 

医療福祉建築に関する研究・計画・設計者と他分野の方々が、ともに学び、考

える場として、医療福祉建築フォーラムを開催します。 
 

６月以降 月例行事（施設見学会、勉強会など年間 8回程度を予定） 

なお、海外医療福祉建築研修２０２３は実施いたしません。 

以上  

  
事業委員交代のお知らせ 

諸般の事情により、下記の通り事業委員が交代となりましたこと、お知らせいたします。 

旧：高島 真一さん（日建設計） 

新：藤本 昌也さん（山下設計） 
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勉強会「災害拠点病院の洪水対策～倉敷中央病院～」開催案内 

このたび 2月の月例行事として、勉強会「災害拠点病院の洪水対策」をテーマに倉敷中央病院を

取り上げます。 

病院における BCP 対策として地震対策だけでなく、近年は水害への対策も求められています。本

勉強会では洪水対策への技術的な面を取り上げつつ、収益を生まない投資を経営層にどう判断させ

たかと言う実務的な面についてもお話し頂きます。講演＋ディスカッション形式での勉強会を予定

しております。参加を希望される方は、下記、申込方法の通りお申し込みください。 

記 

 日  時 ２０２３年２月２４日（金）16:30-18:00 ※見逃し配信あり（詳細次頁） 

 講  師 武田 行正 氏（公益財団法人大原中央医療機構 倉敷中央病院 施設・環境部） 

 ファシリテーター 中山 茂樹 氏（千葉大学 名誉教授・JIHa 前会長） 

 配信方法 Web 配信(Zoom ウェビナー) 

 受付締切 ２０２３年２月２０日（月）17:00 迄 

 定  員 なし 

 参加資格 どなたでも 

 参加費用 会員・JIHa 会友：３,３００円（税込）／非会員：４,４００円（税込） 

  ※イベントペイ利用によるシステム手数料が別途220円（税込）／人かかります。 

 申込URL https://eventpay.jp/event_info/?shop_code=0610834174919284&EventCode=4889420502  

（公社）日本医業経営コンサルタント協会「医業経営コンサルタント」継続研修：1.5 時間（予定） 

建築ＣＰＤ（継続能力/職能開発）情報提供制度認定プログラム（予定） 

申込方法 

1）申込方法：上記の申込URLよりお申し込み下さい。（イベントペイについて：次頁参照） 

2）申込人数：参加人数の上限はありません。 

  １申込みで複数人での聴講は禁止とさせていただきます。１視聴につき必ず１人のお申込みを

お願いします。なお、同一メールアドレスで複数人のお申込みは出来ません。 

 3）キャンセルについて 

   ■ 期日までに支払が確認されない際は自動キャンセルとなります。 

   ■ 入金後のキャンセルは出来ません。 

 4）Zoom 接続用 URL および資料は、参加者の E-Mail アドレスにお送りします。 

見逃し配信 勉強会終了後、見逃し配信を行います。詳細は参加者へお知らせします。 

なお、見逃し配信の視聴は建築CPD、医業経営コンサルタント協会の登録の対象とはなりま

せんので、ご注意ください。 

日本医療福祉建築協会事務局 E-mail：office(at)jiha.jp (at)は@に置き換えてください。         
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勉強会「公立・公的病院の再編の事例を考える」開催案内【再掲】 

このたび月例行事として、勉強会「公立・公的病院の再編の事例を考える」をテーマに先月実施

しました「兵庫県立丹波医療センター」に続き、今月は企業立、民間、自治体立を再編統合した「桑

名市総合医療センター」を取り上げます。 

医療ニーズと地域の医療提供体制をマッチさせる取り組みが実施され、「再編・統合も含めた再

検証」が求められていています。今後、民間医療機関も含め、「基幹病院に急性期機能を集約し、

医師を確保した上で、それ以外の不採算地区病院等との連携を強化する」方向が明示されています。

そのような中、再編がなされた施設について、設計者が再編統合を、どのように受け止め、どのよ

うに設計に落とし込んだかなどを織り交ぜて、施設紹介をいただきます。 

※設計事務所の方による説明です。 

参加を希望される方は、下記、申込方法の通りお申し込みください。 

記 

【桑名市総合医療センター 設計・説明：日本設計】 

 日  時 ２０２３年１月２６日（木）16:00-17:00 ※見逃し配信あり（詳細次頁） 

 配信方法 Web 配信(Zoom ウェビナー) 

 受付締切 ２０２３年１月２３日（月）17:00 迄 

 定  員 なし 

 参加資格 JIHa 会員・会友のみ 

 参加費用 ３,３００円（税込） 

  ※イベントペイ利用によるシステム手数料が別途220円（税込）／人かかります。 

 申込URL https://eventpay.jp/event_info/?shop_code=0610834174919284&EventCode=P760539079  

（公社）日本医業経営コンサルタント協会「医業経営コンサルタント」継続研修：1.0 時間（予定） 

建築ＣＰＤ（継続能力/職能開発）情報提供制度認定プログラム（予定） 

申込方法 

1）申込方法：上記の申込URLよりお申し込み下さい。（イベントペイについて：次頁参照） 

2）申込人数：参加人数の上限はありません。 

  １申込みで複数人での聴講は禁止とさせていただきます。１視聴につき必ず１人のお申込みを

お願いします。なお、同一メールアドレスで複数人のお申込みは出来ません。 

 3）キャンセルについて 

   ■ 期日までに支払が確認されない際は自動キャンセルとなります。 

   ■ 入金後のキャンセルは出来ません。 

 4）Zoom 接続用 URL および資料は、参加者の E-Mail アドレスにお送りします。 

見逃し配信 勉強会終了後、見逃し配信を行います。詳細は参加者へお知らせします。 

なお、見逃し配信の視聴は建築CPD、医業経営コンサルタント協会の登録の対象とはなりま

せんので、ご注意ください。 

日本医療福祉建築協会事務局 E-mail：office(at)jiha.jp (at)は@に置き換えてください。         
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Web 決済システム「イベントペイ」について 
 
 月例事業、及び講座、フォーラムの参加申込みや参加費の支払いを Web 上で受付、管理できる決

済システム「イベントペイ」を導入しております。 
 
 「イベントペイ」による参加申込み等については下記をご確認ください。 
 

１．受講費支払方法について 

①コンビニ決済 ②ペイジー決済（簡単銀行決済）よりご選択いただけます。お支払期限は申込日

＋７日間または最終支払期限のいずれか短い方となります。 

【ペイジーでお支払いの際のご注意】 

一部金融機関（ゆうちょ銀行他）において、現金でお支払いの場合、別途手数料が発生する事があ

ります。その際の手数料については、恐れ入りますがお振込人様にてご負担くださいますようお願

い申し上げます。手数料の詳細は各金融機関のホームページをご確認ください。 
 

２．請求書発行について 

「イベントペイ」により受付をする事業については、原則として請求書の発行はいたしません。勤

務先等へのお手続きには領収書をご利用ください。ご理解の上、ご協力いただけますようお願い申

し上げます。 
 

３．支払期限について 

参加費支払期限は原則として「申込締切日まで」となります。支払期限までに入金がない場合、自

動的にキャンセルとなりますのでご注意ください。申込締切日直前にお申込みの場合、お支払い期

限までの日数が少なくなりますので、余裕を持ってお申し込みください。 

※資料の送付および参加用 URL はお支払い確認後となります。 

 

４．システム利用料について 

事業の参加費とは別に、システム利用料 220 円（税込）／人を参加者にご負担いただきます。 
 

５．領収書発行について 

領収書は決済完了メールに記載の URL より、参加者ご自身で取得いただけます。 
 
ご不便をおかけいたしますが、事務作業軽減のためご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 
 

一般社団法人 日本医療福祉建築協会 事務局
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東北工業大学「認知症の人と環境研究所」 

認知症の人のスマホを使った街歩き動画を YouTube 公開しました 

東北工業大学 の「認知症の人と環境研究所」では、YouTube に認知症の人のスマホを使ったまち

あるき動画「その優しさは、誰のためなのか Who is this kindness for?」を制作し公開しました。 

（東北工業大学 HP より：https://www.tohtech.ac.jp/topics/information/30566.html） 

この動画は、本学の生活デザイン学科 谷本裕香子研究室と建築学科 石井敏研究室の学生が、仙

台市にある「医、食、住と学びの多世代複合施設 – アンダンチ」で、認知症の人を対象に「認知

症スマホ教室」と、Google マップと映像通話を使った「まちあるき」を行った様子をまとめたもの

です。動画では、宮城の認知症を共に考える会「おれんじドア」の代表を務め、自身も認知症と診

断された丹野智文氏が、認知症になったときの周囲の反応と当事者の希望の違いを語り、学生が認

知症の人にスマホの使い方を教える映像と共に IT を活用することでどんなメリットがあるか説明

しています。 

 

【その優しさは、誰のためなのか Who is this kindness for? 】 
ショートバージョン 約 2 分 
https://www.youtube.com/watch?v=PapmeDjSZoo 

 
  
ロングバージョン 約 7 分 
https://youtu.be/CB17chxAnEA 

 

 


